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未利研メルマガ 

第 30号 

エコプロ 2021見聞録 

 

１．はじめに 

コロナ禍において万全のコロナ感染対策がなされる中、エコプロ 2021 が 2021 年 12 月 8 日

（水）～10 日（金）の期間、東京ビッグサイト 東 2～3 ホールを会場に開催された。また、今

回は 11 月 25 日～12 月 17 日の期間は”エコプロ Online2021”と称してオンライン展示会も開催

された。主催は（社）サステナブル経営推進機構、日本経済新聞社であり、後援は内閣府、外務

省、経済産業省、環境省、文部科学省、国土交通省、農林水産省、厚生労働省、消費者庁、（一

社）日本経済団体連合会、（公社）経済同友会、日本商工会議所、東京商工会議所、（国研）新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構、日本貿易振興機構（ジェトロ）、東京都、埼玉県、神奈川

県、千葉県、埼玉県教育委員会、神奈川県教育委員会、千葉県教育委員会［ 順不同 ］であるこ

とからもわかるように国を挙げてのエコプロダクツのイベントであり、今回は通算 23 回目にあ

たる。主催者発表によると入場者は 12 月 8 日（水）17,550 人、12 月 9 日（木）19,678 人、12

月 10 日（金）17,657 人の合計 54,885 人であった。  

出展エリア（内容説明）とブースの数はカタログによると以下に示す通リである。 

１）SDGs エリア：24 

２）ナノセルロース展：8 

３）森と木で拓く SDGs ゾーン：20 

４）プラントベースワールド：3 

５）NPO 協働プラザ：19 



６）大学・教育機関コーナー：52 

７）地方創生×SDGs：3 

８）GREEN MARKET：32 

 

2．見聞録 

今回は NPO ミリケンから木村理事長と田村副理事長が見学に訪れた。そこでとくに、SDGs

エリアとプラントベースワールドについての両者の感想を以下に示しておく。 

2.1 SDGs エリア 

 SDGs エリアには 24 件の出展ブースがあった。現在 SDGs が非常に注目されているにしては

ブースの数も内容的にももう一つ盛り上がりに欠けている印象を受けた。ここ数年で各企業は

SDGs に取り組むことは当たり前になり、あえて出展するに至らなかったのかも知れない。 

テーマ的にはプラスチック関連が多く、環境に優しいプラスチックの開発、プラスチック代替

材料、魚網リサイクルなどに注目が集まっていたように思う。また、天然素材が重要視される

中、オーガニックコットンに関する展示や紙に関する展示が多く見られた。 

とくに印象的であったのは子供たちの来場者が多かったことである。平日に団体で来場してい

るところを見ると、おそらく学校の社会科等の授業の一環として参加していたと思われる。各ブ

ースにおいて一生懸命にメモを取っている子供たちの姿が印象的であった。この子たちが財布を

握って消費者の主流となる数年~十数年後には購入するものの選び方が金銭面から環境面へと大

きくシフトすることが容易に想像できる。 

 全体を通じて展示されているプロダクツが何故サステナブルなのかわからないものも少なから

ずあり、今後はサステナブルであることをどのように表現するかが大きな課題であると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 会場を賑わす子供たち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 魚網から作ったブックカバー等（帝人ブース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 福島オーガニックコットンブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 プラスチック代替パルプ成形品（NISSHA ブース） 



2.2 プラントベースワールドエリア 

大豆ミートなどの植物性食品をはじめ、カーボンニュートラルへの取り組み、生分解性素材を

用いた循環型製品の開発などが注目されているなか、本エリアでは、プラントベースの「食」

と、それにとどまらない「衣」「住」の視点から『植物のもつ力』にフォーカスし、新時代の新

たなライフスタイルが提案されていた。プラントベースを取り巻く市場、強みなどについて詳し

くパネルで説明されており、未利用資源も大いに活躍の場があると感じた。そこで主催者側にパ

ネルの撮影許可をお願いしたところ快諾が得られたためにここでは撮影したパネルを示すことで

読者の皆様に内容を伝えることにする。 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

プラントベースは世界中で盛り上がっています。穀類や野菜、豆類、海藻類、芋類、キノコ、

果物などの食材と、それらを加工した植物性食品もプラントベースであると解釈すると、豊かな

食文化を持つ日本にはプラントベースと言う言葉が登場するはるか以前から以下のような様々な

素晴らしいプラントベースが存在しています。 

・日本人の主食である米 

・各地の伝統野菜 

・昆布などの海藻 

・蒟蒻・麩・豆腐などの加工食品 

さらには日本独特の精進料理もプラントベース料理の代表と言えます。 

NPO ミリケンでは様々な未利用（含：廃棄）食材をベースにアップサイクルな加工食品の可

能性を追求して行きたいと思います。 

 

2.3 その他のエリア 

ナノセルロース： 

ナノセルロースの実用化および産業規模の拡大を図るために設立されたナノセルロースジャパ

ンとの共催で、植物由来の再生可能な新素材として注目されているセルロースナノファイバー

（CNF）の企画展が開催された。研究開発から事業化、製造技術から用途開発までの最新情報が



紹介されていた。 

森と木で拓く SDGs ゾーン： 

SDGs の 17 目標のうち、主に 14 目標の達成に貢献できる「持続可能な森づくり・木づかい」

等を通して、新産業創出・地方創生や森と木のある暮らしが提案されていた。「ウッドデザイン

賞」の受賞作を紹介するコーナーも併設されていた。 

地方創生×SDGs： 

地域の課題解決に向け、製品・サービス、取り組み、地域資源活用について、SDGs と結び付

けて紹介されていた。 

GREEN MARKET： 

「誰もが今すぐできるサステナブル」を、循環型商品の販売を通して提案するエリアであっ

た。食品・雑貨・コスメなど、多彩なエコプロダクツが集結。オーガニックやアップサイクルを

体験するワークショップも併設し、来場者とのコミュニケーションを深めていた。 

（文責：田村、木村） 

次回発行予定 

2022 年３月 

主な内容：次回情報交換会について/未利研会員様・会員企業様の取り組み現場から/etc. 

 

編集後記 

新しい年を迎え、気持ちも新たに新年号を出しました。NPO ミリケンも今年 1 月で設立 11

年目に入ります。この「未利研メルマガ第 30 号」の配信が、そのスタートとなります。今後と

もスタッフ一同、さらに精進を重ねる所存ですので、相変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申

し上げます。 

ぜひ、今後とも未利研メルマガをご愛読ください。 

内容についてのご意見、希望する話題・内容、および配信停止・解除の連絡は下記、田村まで

メールして頂ければ幸いです。 

 

無断転載禁止 
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NPO 法人未利用資源事業化研究会 メルマガ編集委員長 

田村 哲志 tetsuji_tamura@miriyoshigen.jp 

〒602-0898 京都市上京区今出川通烏丸東入上る相国寺門前町 636 

TEL/ FAX：075-252-5501 

https://miriyoshigen.wixsite.com/miriyoshigen 
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